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B 116　　 衣服と環境温度にかかわる快適性（ 第７報）　 学童に対する薄着指導の成果

大阪教育大　 ○奥窪　 朝子　　　 山口大医・公衛　 酒井　 恒美

目的　 第５・6  報i/cおいて，薄着の効用を皮膚温特性およぴかぜり,患率の面から明らかK.

した。 一方，第４報の結果をふまえ，薄着の指導によって着衣態度， スポーツ習慣などの個

人要因に関するプロフィールを修正し，薄着り 実践が可能であろ うと推論した。本報では，

その推論を薄着奨励校におけ る学童の成果に基づいて実証し ようとした。

方法　 対象者は，薄着奨 励小学校（G 校）および非奨励小学校（Ｎ校）の学童,  （5 ・６年

生）で，同一人について秋と冬に調査を行った。有効サンプル数は，G 校学童：４校から抽

出した630  名，N 校学童： ６校からの877 名である。*?  もな調査項目は，① 標準化着衣量

（SDC ）（ 第3 報）√② 着衣態度， 衣服の快適因子， スポーツ習慣などの個人要因，③ 冬期の

かぜひき回数および病欠日数，④ 教室内の気温お よび温冷感などｔ あ る゙。

結果　1 ）G 校学童のSDC は，秋・冬と%  にN 校学童のそ れより低かった。　2） 冬期， か

ぜをひかなか った者のＧ校における率は47* で,    N 校の35%  に 比べ高 率であった。　3） 冬

期，病欠なしの者の Ｇ校における率｡は61 妬で,    N 校のi7 ％に比べ高率であった。　4） 冬期の

調査日，からだの不調の訴えがみられたかった者のG  校における率は50 嗚で,     N校の30 俤よ

I?高率であった。　5）G 校学童の個人要因( 着衣態度， スポーツ習慣など）に関する プロフ

ィールは, 第４報におい て明らかにした習慣的に薄着を行っている者のそ れと.    N 校学童で

は厚着 をしている者のそ れと類 似した ものであっ尭。以上の成績は，学童に対する薄 着の指

導にi ってもたらされた成果を示すものと考える。（3 ・４報は本学会年 次大会（1983 ）,

５報は同（1984 ）,　6 報は関西支部研究発表会(1984) の要旨集参照）


